
 
 

土岐川・庄内川流域治水協議会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。 

 
                            
   

 

 

 

堤防を開いたら何が見える？ 堤防断面の調査を行います 

 

１．日時 

令和７年１０月１０日（金）13:30～16:00 

    ※小雨決行の予定ですが、荒天の場合は中止します。 

 

２．場所 

庄内川桜佐排水樋管撤去工事現場（愛知県春日井市桜佐町）（別紙１ 参照） 

 

３．堤防開削調査とは… 

堤防開削時に堤体の土層構造、築堤の履歴、各種土質試験結果などを確認し、堤防の健全度を把握す

ることで、堤防の維持管理、堤防の質的対策工の検討に役立てる調査です。国土交通省では、河川構

造物を撤去・新築する際に行う堤防開削の機会を活用し、調査を行うことがあります。 

 

 

 

 

現在、庄内川の国管理区間において堤防を開削し、ひ管の撤去工事を行っています。 

この工事の中で、堤防を全面開削した調査を（国研）土木研究所や土木学会（地盤工学

委員会 堤防研究小委員会）の専門家と合同で行います。 

普段、堤防の内部は見られませんが、堤防は土でできており、長い年月をかけて築造し

てきたもので、この度の調査により堤防の断面を見ることで、その歴史や健全性が分かり

ます。 

なお、庄内川（国管理区間）で、堤防を全面開削した調査を行うのは、令和になってか

ら初めてになります。 

令 和 ７ 年 １ ０ 月 ３ 日 
国土交通省中部地方整備局 
庄 内 川 河 川 事 務 所  

 

 

堤防開削調査のイメージ 



 
 

 

 

４．ひ管とは… 

  堤防の内側（住宅地等）の雨水などを川に排水するために、堤防を横断してトンネルのように水を通

せるよう設けられた河川構造物です。 

 

５．配布先 

中部地方整備局記者クラブ 

   

  ６．取材について 

    現地取材を希望される報道機関におかれましては、見学会実施日の前日１２時までに、別紙２ 

    「取材登録書」をメールにて提出をお願いします。また、報道関係者の方々におかれましては、 

    直接、見学会場まで移動をお願いします。 

※ 取材登録いただいた方には、詳細な位置図をお送りさせていただきます。 

※ 雨天中止の際には、提出いただいた連絡先に連絡させていただきます。 

 

 
 
 
 

【問い合わせ先】 

 庄内川河川事務所 副所長  山田
や ま だ

 哲士
て つ し

 

工務課長  日比野
ひ び の

 匡
まさ

太
た

圭
け

 

電 話 （０５２）９１４－６７１１ 



 
 

別  紙１ 

 

場  所 ： 愛知県春日井市桜佐町 

開始時間 ： １３：３０～１６：００ 

 

工事現場 春日井駅（JR） 



 
 

別紙２ 

 

                                 令和 ７年  月  日 

                             

「現場見学会」 取 材 登 録 書 

 

「現場見学会」について、本「取材登録書」をメールにて提出をお願いします。 

 

E-ma i l  送 信 期 限 ： 実 施 日 の 前 日 １ ２ 時 ま で  
 

   １．報道機関名                                

 

   ２．取材者等 

 

     （１）ご氏名                               

  

     （２）連絡先  ＴＥＬ                          

 

     （３）取材人数                            人 

 

     （４）取材車両 

の種類等                              

 

 

 

      ３．送 信 先     （E-mail）cbr-shokoumu@mlit.go.jp 
 

     ４．問い合わせ先 

 
 
 
 

 庄内川河川事務所 副所長    山田
や ま だ

 哲士
て つ し

 

工務課長  日比野
ひ び の

 匡
まさ

太
た

圭
け

 

電 話 （０５２）９１４－６７１１ 


